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          2026年10月5日 

各 位 

会社名 日本ペイントホールディングス株式会社 

代表者名 取締役 代表執行役共同社長 若月 雄一郎 

取締役 代表執行役共同社長 ウィー・シューキム 

 （コード番号：4612 東証プライム） 

問合せ先 執行役員 インベスターリレーション部長 

サステナビリティ部長 

広報部長 田中 良輔 

 （TEL 050-3131-7419） 

 

（当社子会社による）アクゾノーベル社のベトナム、マレーシア、シンガポール 

建築用塗料子会社株式の取得、 

インドネシアにおける同社及び同社のパートナーの建築用塗料合弁会社株式の取得並びに 

同社のタイ、豪州、パプアニューギニア建築用塗料事業譲受けに関するお知らせ 

 

当社は、2026年10月3日に、当社の連結子会社であるNippon Paint Singapore Company Pte. Ltd.とNippon 

Paint (Malaysia) Sdn Bhdが、アクゾノーベル社のベトナム、マレーシア、シンガポールの建築用塗料子会社の株

式を取得及び子会社化し、同じく当社の連結子会社であるNippon Paint (H.K.) Company Limitedが、インドネシ

アにおけるアクゾノーベル社と同社パートナーの建築用塗料合弁会社の株式を100%取得し、同じく当社の連結子会

社であるNippon Paint Decorative Coatings (Thailand) Co Ltd とDuluxGroup Limited がアクゾノーベル社のタ

イ、豪州、パプアニューギニアの建築用塗料事業を譲り受ける、株式取得及び事業譲受け契約を締結いたしましたの

で、お知らせいたします。 

 

1. 株式の取得及び事業の譲受けの理由 

当社は、経営上の唯一のミッションである「株主価値最大化（MSV）」の実現に向けて、経営モデル「アセット・

アセンブラー」のもと、既存事業の成長によるオーガニックな EPS の積み上げと、化学領域を主たる対象とし、

手堅い成長市場において、当社グループ傘下でさらなる成長が見込める企業を対象とした、良質で低リスクなM&A

によるインオーガニックなEPSの積み上げを追求しています。また、「アセット・アセンブラー」モデルに対して、

資本市場からの理解・評価を獲得していくことによって「PERの最大化」を目指しています。 

当社は東南アジア地域において、NIPSEAグループを通じて地域密着型の事業運営を展開し、販売網、ブランド

認知、供給体制を含む強固な基盤を有しています。これにより、各地域で高いプレゼンスを確立し、有力ブランド

の一つとしての地位を維持・強化しています。 

今回、株式取得及び事業譲受けの対象となるアクゾノーベル社の東南アジア建築用塗料事業は、ベトナム、イン

ドネシア、マレーシア、シンガポール等において確立された事業基盤を有し、各国における販売代理店網、ブラン

ド認知、製造・供給体制を備えた有力な事業と認識しており、高いキャッシュ創出力や成長余地を有しているもの

と判断しています。 

本件を通じて、当社グループの調達、製造、物流、営業等の各機能が協働することで、オペレーションの効率化

及びシナジー創出が期待されます。 

当社はこれにより、東南アジアにおける建築用塗料分野での競争力を一段と高めるとともに、M&Aによるイン

オーガニック成長との両輪で成長を加速させてまいります。 

なお、本件取得に要する買収資金は、当社による金融機関からの借入及び手元資金を想定しており、新株発行を

伴う資金調達は予定していません。 
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2. 株式の取得及び事業譲受けの概要 

取得する当社子会社 買収地域 形式 

Nippon Paint Singapore Company 

Pte. Ltd. 
ベトナム 株式取得 

Nippon Paint (H.K.) Company 

Limited 
インドネシア 株式取得※1 

Nippon Paint (Malaysia) Sdn Bhd マレーシア 株式取得 

Nippon Paint Singapore Company 

Pte. Ltd. 
シンガポール 株式取得 

Nippon Paint Decorative Coatings 

(Thailand) Co Ltd 
タイ 事業譲受け※2 

DuluxGroup Limited 
豪州及び 

パプアニューギニア 
事業譲受け※2 

※1 インドネシアにおける株式取得は独立した取引であり、その他地域の株式取得及び事業譲受けとは別個  

    の取引です。  

※2 譲り受ける事業の資産、負債については、事業譲受日における売上債権、製品在庫及びその円滑な 

承継のために必要な資産、負債として別途両当事者間で合意する資産、負債を譲り受けます。 

 

 

3. 当該会社及び事業の最近2年間の連結経営成績 

決算期 2024年12月期 2025年12月期 

 売 上 収 益 US$ 299百万 US$ 291百万 

 E B I T D A US$ 69百万 US$ 65百万 

 E B I T D A マ ー ジ ン 23% 22% 

 

 

4. 株式取得及び事業譲受けの相手先の概要 

（１） 名 称 Akzo Nobel N.V. 

（２） 所 在 地 
Christian Neefestraat 2, 1077 WW Amsterdam, The 

Netherlands 

（３） 代表者の役職・氏名 
Grégoire Poux-Guillaume, Chief Executive Officer and 

Chairman of the Board of Management 

（４） 事 業 内 容 
建築用塗料及び機能性コーティング事業における塗料・コーティング製

品の開発・製造・販売 

（５） 資 本 金 EUR 86百万（2025年12月31日時点） 

（６） 設 立 年 月 日 1911年5月8日 

 

 

5. 所有の状況及び取得価額 

各社の株式取得及び事業譲受けにより、当社の連結子会社といたします。 

なお、一連の取引における取得価額総額はUS$ 1,350百万（約2,160億円）です。 
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6. 日程 

（１） 契約締結日 2026年10月3日 

（２） 株式取得及び事業譲受け 

最終クロージング日 
2027年半ば（見込み）※ 

  ※インドネシアにおける株式取得は、その他地域の株式取得及び事業譲受けとは独立しており、その他地域の 

  取引に先立って2026年末にクロージングすることが見込まれています。 

 

 

7. 今後の見通し 

本件に伴う当社の2026年12月期業績への影響は、軽微となる見通しです。 

 
※ 本資料における為替レートは、1USD＝160.0円を適用しています。 

 

 

以 上 


